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今月でロシアとウクライナとの戦争が２年になります。現地では、２年間で多くのいのちが失わ

れ、今なお苦しい思いをしている人たちが大勢います。各国からも停戦を求めていますが、終わり

の見えない戦いが今でも続いています。１日も早く戦いが終結することを願うばかりです。 

 

「戦争は簡単に始まるが、終わらせるのは難しい」 

この言葉は、１月２４日（水）に１，２年生を対象として実施した平和に関する講演会の中で講

師の鈴木道子さんがおっしゃっていた言葉です。鈴木道子さんは、終戦時の首相である鈴木貫太郎

氏のお孫さんです。首相としての身の危険を感じながらの決断や苦悩について、当事者でしかわか

らない貴重なお話をたくさんうかがうことができました。 

 

「戦争は、それぞれに自分たちの言い分があるが、戦争自体に正義はない」 

当時は、「終戦」とか「平和」という言葉を口にできない時で、

抗戦派の終戦を認めない人たちから、襲撃されることさえあった

そうです。今では想像がつきませんが、本校学区にあった首相の

自宅も狙われ、焼けてしまったそうです。首相就任を２度断り、自

らの命をかけて決意と勇気をもって就任し、難しい状況の中、日

本を終戦に導いた鈴木首相。この大業を成し遂げられる人物は鈴

木貫太郎氏の他にいなかったかもしれません。その平和を願う首

相は、最後に「永遠の平和」と２度唱えこの世を去ったそうです。 

先人の方々の尽力によって、現代の日本の平和があります。今、われわれにできることは、何で

しょう。誰もが平和を願っているが、争いはなかなかなくなりません。平和とは何か、平和を維持

するためには、どうしたらよいか。改めて深く考えさせられる機会となりました。 

最後に、このような貴重な講演会の開催にご協力いただいた町会の皆様に感謝申し上げます。 
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1 月１５日、１６日の２日間で全学年を対象とした和楽器体験授

業を実施しました。学級ごとに音楽の時間の中で、和楽器の演奏家

の実演と箏・尺八にわかれて実際に楽器に触れ、和楽器の音色を奏

でることができました。特に、３年生は過去２回の経験を生かし、

手慣れた様子で箏の演奏に励んでいました。 

また、１２月には、２年生が学級ごとに音楽の授業で、ノイエ・

シュタット五重奏団の方によ

る特別演奏を間近で聴くこと

ができました。講師の方の専

門的なお話や楽器の様々な奏

法を披露していただき、音楽

の知識や理解が深まりまし

た。多くの生徒が演奏に魅了

され、音楽に関して、さらに興

味関心が高まる有意義な時間

となりました。 

 

 

１年生は、２月２日（金）

に望ましい職業観・勤労観の

育成を目的として、働くこと

の意義ややりがいなどを学

ぶ「東京寺子屋」を実施しま

した。東京ドームホテル、東

京新聞、鈴木商店、東京ケーブルネットワーク、やり動物病院の方々にご協力いただき、生徒は２

職種を選択し、１時間ずつ２回に分けて貴重なお話を聞くことができました。職業に関する理解を

深めることはもちろんのこと、社会人の方々とのふれあいを通して、人との接し方やマナーについ

ても学ぶ良い機会になりました。ご協力いただいた皆様ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

☆団体表彰☆ 

  第十中学校で実施している授業改善の推進に関して、東京都教育委員会

より表彰を受けました。学校全体で取り組んできた成果であり、教員、

生徒全員でいただいた表彰です。 

   


